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第０章 導入以前？ロボットの定義 

 

私達ロボット研究部は、ロボットを作っています。しかし、ロボットとはい

え例えばドラえもんや鉄腕アトム、R２D2 のようなものを作っているわけで

はありません。では何を作っているのか、それはこの展示を見てもらうとし

て、とりあえずここではロボットの定義を人によって作られた何らかのプロ

グラムにそって自分で考え動く機械やシステム として定義しましょう。 

 

 

第 1 章 マイコン 
 

さて、今述べた定義から、ロボットというものは自分で何かを考え動くわ

けです。それにはまず自分がどう動くのかを考える頭脳が必要です。その頭

脳は様々なセンサーなどから、今自分がしなくてはならない仕事を考え、そ

して行動します。 

そのため、最近のロボットでは小さなコンピューターのようなものがロボ

ットの頭脳に使われています。  

ロボットに実際何が使われているのかというと、”マイコン”、や”シングル

ボードコンピューター”、そして本物の（一般的に想像される）コンピュータ

ーなどが使われています。 

マイコンと残りの２つは主にオペレーションシステムを持つかどうかで区

別されます。つまり、ベースとなるシステムの上でソフトウェア(一般的にオ

フィスソフトやブラウザー)を動かすことができるかです。 

実はマイコンは残りの２つと構造的にはほとんど同じ構造を持ちます。 
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1. マイコンの仕組み 

 

ではでは、マイコンはどのような構造を持ち、どうやって動いているので

しょうか。 

例えば、パソコンを使うとき電源を入れなくてはいけないように、マイコ

ンも電気で動いています。つまり、マイコンは電気を情報に変換する機器と

も言えます。しかし、電気信号だけでどうやってロボット、さらにはマイコ

ンは動いてるのでしょう。 

 

1-1. マイコンの中身 

 

それを知るためには、まずマイコンの中身について知る必要があります。

マイコンとは「マイクロコンピューター」の略であり、英語で”小さなコン

ピューター”のことを指します。また、それとともにマイコンには”ワンチッ

プマイコン”という呼び名を有り、それは”一つのチップにまとまった（小さ

な）コンピューター”という意味です。”一つのチップにまとまった”というの

は一般のコンピューター（の小規模版）が一つのチップになったということ

です。ではまとまった中身をばらして紹介していきます。 

 

  

マイコンの例 
(STM マイコン) 



 
 
 
 

 

ｰロボットを知るｰ 

ロボットの中身 

     3 BⅠ- 

 

右の写真は、デスクトップコンピュー

ターの中身の写真です。 

まず、四角 1 これはマザーボードと言

われる基板です。そしてこの基盤に装着

されている四角 2 が CPU、中央演算装置

と言われるものです。また、もう一つ、

マザーボードに装着されているこれ四角

3 がメモリと呼ばれているものでありま

す。 

マザーボードは電源、CPU、メモリを

つなぎ、そして CPU とキーボードやマウ

ス、ディスプレイと接続するためにある

と思ってください。そしてこの CPU、メ

モリ、マザーボードが”ワンチップ”で担っているものが、マイコンなのです。 

一つずつ紹介していきます。 

 

・CPU（中央演算装置） 

CPU は”中央演算装置”の略であるように、計

算をする機械です。 

計算と言っても、例えば１＋１＝２や、２＊

２＝４などという一般的な計算以外にも、”この

A という値を B に移動させる”などというものも

扱います。これについては後述するとします。    

なお、例外もありますが基本的に CPU は”モノを記憶する”ということが

できません。これを行うのが”メモリ”です。(難しいので今回はここまで) 

  

CPU 
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・メモリ 

皆さんが想像しているであろうメモリとここでいうメモリは少し違いま

す。 

ここで扱う”メモリ”は、CPU などが利用するデータを少しの間記憶する

ためにあり、また⾧時間記憶することがないため電源をきるとデータはな

くなります。つまり iPhone などに入ってるものでは「8GB」とかのほうで

す。このメモリは一般に”RAM”と呼ばれています。一方「128GB」とかの

ほうは”ROM”と呼ばれ電源を切っても中身は保存されます。 

このメモリ(RAM)は、実行中のプログラムで一時的に必要となった値やプ

ログラムの”本体”を記憶するために使います。また、少し難しい話になりま

すが、メモリは CPU が扱いやすくするため小さく分割されています。それ

ぞれに住所のような番地(アドレス)が割り振られていて、CPU はその番地

（アドレス）を利用することで、そこにあるメモリにアクセスできます。

なお、マイコンの場合メモリにはプログラムが収められるプログラムメモ

リと CPU が計算するときに使うデータメモリがあります。 

 

・I/O 

I/O（アイオー）とは、英語での”出力/入力”の略で、これは例えばコンピ

ュータでならキーボードやマウス、モニターなどのように外部と情報をや

り取りする機械のことを指します。マイコンでは、LED を光らせる、モー

ターを回す、などのことがこの I/O を通して行われます。また、I/O はメモ

リと同じように番地（アドレス）によって管理されます。 
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1-2 マイコンの動き 

 では、マイコンはどうやって動いているのでしょう。どうやってこの

プログラムをマイコンに送り、マイコンに認識させ、そしてマイコンを

動かすのでしょうか。 

 

・プログラムカウンタ 

ではまではまず一つ目の疑問、どうやってマイコンがプログラムを認識し

ているのかを考えましょう。プログラムは一般的に普通のコンピューターで

書かれ、それを後述されるであろう”通信”によってマイコンへと送られま

す。このとき、プログラムは”マイコンの CPU が起動時に最初に見る場所に

あるプログラムメモリ”へと送られます。しかし、前述したとおり CPU は”

計算”を行うことしかできません。そのため、”プログラムメモリを読み込む

こと”さえ自力ではできません。 

そこでプログラムカウンタというも

のが存在します。このプログラムカ

ウンタですが、これはマイコンに内

蔵されている時計（クロック）をも

とに、ある一定の時間ごとに CPU

にプログラムメモリからプログラム

を読み取り、CPU におくる機械で

す。これのおかげで、CPU はプロ

グラムを実行できます。(#fig12) 
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・ 命令 

 ところでプログラムは一度人の

手によって作られたあと、後述す

る”コンパイル”という作業によっ

て”小規模なプログラム”に分割され

ます。 

なぜこのようなことをするかと

いうと、かんたんに言うと CPU が

あまり賢くないからです。CPU は

ただの計算機です。そこでもっと

かんたんなプログラムに分割する

のです。 

この”小規模なプログラム”のこと

を命令と呼びます。この命令は、プログラムの書き込み時にプログラム

カウンタがアクセス可能なメモリに書き込まれ、プログラムカウンタは

一定の間隔で命令をメモリから順番に CPU に読み込ませます。この一定

の間隔を図るのがクロックです。 

命令は各マイコンやコンピュータの CPU によって異なりますが、基本

的なものは共通しています。 

・ノイマン型コンピューターと非ノイマン型コンピューター 

さきほどマイコンとコンピューターは基本的に同じ構造をしていると述べ

ましたが、それは基本的に”ノイマン型コンピューター”に限った話です。これ

は今まで説明してきたマイコンの仕組みと同じもので、また現在使われてい

るコンピューターのほとんどがこのノイマン型コンピューターです。 

もちろん現代のコンピューターにもノイマン型のアーキテクチャーを利用

しないものもあり、量子コンピューターや機械学習専用チップであるニュー

ロンプロセッサーなどがあります。また、本来映像の描画に特化した機械で

ある GPU や、電子回路をパソコン上で組み立てることを可能にした機械であ
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る FPGA なども非ノイマン型コンピューターとしてみなすこともできます。 

終わりに 
 

今一通りロボットの”頭脳”について解説しましたが、もちろんこれだけでは

ありません。その他の大勢のことは「ロボットを知る」展示を見てもらうと

して、わたしたちがどのようにロボットを理解し、作っていってるのかを理

解してもらえれば幸いです。 
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